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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザのための聴覚環境を生成する方法であって、前記方法は、
　前記ユーザの周辺の聴覚環境を表す信号を受信することと、
　マイクロプロセッサを使用して前記信号を処理することにより、前記周辺の聴覚環境で
のサウンドの複数の種類の内の少なくとも１つの種類を識別することと、
　前記サウンドの複数の種類の内の前記少なくとも１つの種類を識別したことに応じて、
前記マイクロプロセッサを介して、前記周辺の聴覚環境での前記サウンドの複数の種類の
内の前記少なくとも１つの種類に対応するコンテキスト依存のユーザ・インタフェースを
生成することと、
　前記コンテキスト依存のユーザ・インタフェースを介して、前記サウンドの複数の種類
の各々に対応するユーザ選好を受信することと、
　前記対応するユーザ選好に基づき前記周辺の聴覚環境でのサウンドの種類ごとに前記信
号を変更することと、
　前記変更された信号を少なくとも１つのスピーカへ出力することにより、前記ユーザの
ための前記聴覚環境を生成することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記マイクロプロセッサと通信する外部デバイスからサウンド信号を受信することと、
　前記外部デバイスからの前記サウンド信号を前記変更されたサウンドの種類と組み合わ
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せることと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　サウンド信号を受信することは、サウンドの異なる種類の格納されたサウンド信号を含
むデータベースからサウンド信号を受信することを備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ユーザ選好を受信することは、第二マイクロプロセッサにより生成されたユーザ・イン
タフェースから前記ユーザ選好を無線で受信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記コンテキスト依存のユーザ・インタフェースを生成することは、前記周辺の聴覚環
境での前記サウンドの複数の種類に対応する複数の制御を表示することを備える、請求項
１に記載の方法。
【請求項６】
　前記サウンドの複数の種類の内の１つを各々表す複数のコンポーネント信号に前記信号
を分割することと、
　前記対応するユーザ選好に基づき前記周辺の聴覚環境でのサウンドの種類ごとに前記コ
ンポーネント信号の各々を変更することと、
　前記ユーザの前記聴覚環境内の前記サウンドの種類のための対応する所望の空間位置に
基づき前記複数のコンポーネント信号の各々への左信号及び右信号を生成することと、
　前記左信号を組み合わされた左信号へ組み合わせることと、
　前記右信号を組み合わされた右信号へ組み合わせることと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記信号を変更することは、サウンドの１種類をサウンドの別の種類と交換することを
備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　モバイル・デバイスに埋め込まれた第二マイクロプロセッサを使用して前記ユーザ選好
を捕捉するように構成されたユーザ・インタフェースを生成することと、
　前記モバイル・デバイスから前記ユーザ・インタフェースにより捕捉された前記ユーザ
選好を無線で送信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ユーザ・インタフェースは、前記サウンドの複数の種類の内の１つと関連した少な
くとも１つのユーザ選好を指定するユーザ・ジェスチャを捕捉する、請求項８に記載の方
法。
【請求項１０】
　ユーザのための聴覚環境を生成するシステムであって、前記システムは、
　スピーカと、
　マイクロホンと、
　前記ユーザの周辺の聴覚環境を表す前記マイクロホンからの周辺のオーディオ信号を受
信することと、前記周辺のオーディオ信号を処理することにより、前記周辺の聴覚環境で
のサウンドの複数の種類の内の少なくとも１つの種類を識別することと、前記サウンドの
複数の種類の内の前記少なくとも１つの種類を識別したことに応じて、前記周辺の聴覚環
境での前記サウンドの複数の種類の内の前記少なくとも１つの種類に対応するコンテキス
ト依存のユーザ・インタフェースを生成することと、前記コンテキスト依存のユーザ・イ
ンタフェースを介して、受信したユーザ選好に基づき前記サウンドの少なくとも１つの種
類を変更することと、前記変更されたサウンドを前記スピーカへ出力することにより、前
記ユーザのための前記聴覚環境を生成することとを実行するように構成されたデジタル信
号プロセッサと
　を備える、システム。
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【請求項１１】
　前記コンテキスト依存のユーザ・インタフェースは、前記周辺の聴覚環境での前記サウ
ンドの複数の種類に対応する複数の制御を有する、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記コンテキスト依存のユーザ・インタフェースは、ユーザ・タッチを前記複数の制御
と関連付けるように構成されたマイクロプロセッサと通信するタッチ・センシティブ・サ
ーフェスを備える、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記コンテキスト依存のユーザ・インタフェースは、前記複数の制御を表示することと
、前記複数の制御に関連する前記ユーザ・タッチに応じて信号を生成することと、前記デ
ジタル信号プロセッサへ前記信号を通信することとを実行するようにプログラミングされ
た携帯電話を備える、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記スピーカ及び前記マイクロホンは、前記ユーザの耳の中に置かれるように形成され
たイヤホン内に配置される、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１５】
　格納されたプログラム・コードを含むコンピュータ可読記憶媒体を備えるユーザのため
の聴覚環境を生成するコンピュータ・プログラム製品であって、前記格納されたプログラ
ム・コードは、
　周辺のオーディオ信号を処理することにより、コンポーネント信号に前記周辺のオーデ
ィオ信号を分割することと、
　前記コンポーネント信号の内の少なくとも１つに基づき前記周辺のオーディオ信号内の
サウンドの少なくとも１つの種類を識別することと、
　前記サウンドの少なくとも１つの種類を識別したことに応じて、前記周辺のオーディオ
信号内の前記サウンドの少なくとも１つの種類に対応するコンテキスト依存のユーザ・イ
ンタフェースを生成することと、
　前記コンテキスト依存のユーザ・インタフェースを介して受信した対応するユーザ選好
に応じて前記コンポーネント信号を変更することと、
　変更後に前記コンポーネント信号を組み合わせることにより、前記ユーザのために出力
信号を生成することと
　を実行するようにマイクロプロセッサにより実行可能である、コンピュータ・プログラ
ム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、参照により本明細書に援用される、２０１４年１月６日に出願された、Ｕｎ
ｉｔｅｄ　Ｓｔａｔｅｓ　ｐａｔｅｎｔ　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｓｅｒｉａｌ　ｎｕ
ｍｂｅｒ　１４／１４８，６８９の利益を主張するものである。
【０００２】
　本開示は、たとえば、ユーザのために聴覚イベントを選択的に打ち消す、追加する、強
化する、及び／または減衰させるために、ヘッドホン、スピーカ、またはインイヤー・デ
バイスのような、ウェアラブル・デバイスを使用する、ユーザが制御可能な聴覚環境のた
めのシステム及び方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　さまざまな製品は、不要なサウンドまたは「聴覚公害」を排除することを目的に設計さ
れているため、ユーザは所望のオーディオ・ソースを聴くことが可能である、または周辺
の活動からのノイズを実質的に排除することが可能である。より多くのオブジェクト、イ
ベント、及び状況は、さまざまな種類の聴覚情報を生成し続ける。この聴覚情報の中には
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、歓迎されるものもあるが、その多くは、気を散らし、不要であり、かつ無関係なものと
して知覚され得る。特定のサウンドに集中し他のものを無視する人の自然な能力は、継続
的に要求され、年齢とともに低下する可能性がある。
【０００４】
　ノイズ・キャンセリング・ヘッドホン及び補聴器デバイスのさまざまな種類は、ユーザ
が彼らの聴覚環境をある程度制御する、またはこれに影響を与えることを可能にする。ノ
イズ・キャンセリング・システムは、全体的なサウンド・フィールドを通常、打ち消すま
たは強化するが、サウンドまたはサウンド・イベントのさまざまな種類間で区別しない。
換言すれば、打ち消しまたは強化は、選択的ではなく、ユーザにより細かく調整されるこ
とが不可能である。いくつかの補聴器デバイスは、特定の環境及び設定で使用するために
調整されることが可能でありながら、これらのシステムは、ユーザの聴覚環境に影響を与
えるための所望の柔軟性及びきめの細かい動的な制御を頻繁に提供しない。同様に、ステ
ージ上のアーティストが着用するような、インイヤー・モニタリング・デバイスは、モニ
タ・ミキシング・エンジニアにより調整された非常に特殊なサウンド・ミックスで供給さ
れることができる。しかしながら、これは、手動のプロセスであり、追加のミキシングの
みに使用する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示による実施形態は、ユーザの周辺の聴覚環境を表す信号を受信すること、マイク
ロプロセッサを使用してこの信号を処理し周辺の聴覚環境でのサウンドの複数の種類の内
の少なくとも１つを識別すること、サウンドの複数の種類の各々に対応するユーザ選好を
受信すること、対応するユーザ選好に基づき周辺の聴覚環境でのサウンドの種類ごとに信
号を変更すること、及びこの変更された信号を少なくとも１つのスピーカに出力しユーザ
のための聴覚環境を生成することを備えることができるユーザのための聴覚環境を生成す
るためのシステム及び方法を含む。１つの実施形態において、ユーザのための聴覚環境を
生成するシステムは、スピーカ、マイクロホン、及びユーザの周辺の聴覚環境を表すマイ
クロホンから周辺のオーディオ信号を受信し、周辺のオーディオ信号を処理し周辺の聴覚
環境でのサウンドの複数の種類の内の少なくとも１つを識別し、受信したユーザ選好に基
づき少なくともサウンドの１種類を変更し、変更されたサウンドをスピーカへ出力しユー
ザのための聴覚環境を生成するように構成されたデジタル信号プロセッサを含む。
【０００６】
　さまざまな実施形態は、マイクロプロセッサと通信する外部デバイスからサウンド信号
を受信し、外部デバイスからのこのサウンド信号を変更されたサウンドの種類と組み合わ
せることを備えることができる。外部デバイスからのサウンド信号は、無線で送受信され
ることができる。この外部デバイスは、インターネットのようなローカルまたはワイド・
エリア・ネットワーク経由で通信することができ、サウンドの種類または群を識別する際
に使用されることができるサウンドの異なる種類の格納されたサウンド信号を有するデー
タベースを含むことができる。実施形態は、たとえば、携帯電話のような、モバイル・デ
バイスに埋め込まれることができる、第二マイクロプロセッサにより生成されたユーザ・
インタフェースから無線でユーザ選好を受信することを備えることができる。このユーザ
・インタフェースは、ユーザの周辺の聴覚環境に応じてコンテキスト依存のユーザ・イン
タフェースを提供するために、ユーザ制御を動的に生成することができる。そのようなも
のとして、制御は、周辺の環境がサウンドの対応する種類または群を含むところのみ提示
されることができる。実施形態は、オーディオ環境内でユーザに関する所期のサウンド及
び関連した空間識を識別するために、１つ以上のコンテキスト・センサを含むことができ
る。コンテキスト・センサは、たとえば、１つ以上のマイクロホンに加えて、ＧＰＳセン
サ、加速度計、またはジャイロスコープを含むことができる。
【０００７】
　また本開示の実施形態は、周辺の聴覚環境での所期のサウンドのために選択されたサウ
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ンドまたはデフォルトの制御に対応する複数の制御を表示することでコンテキスト依存の
ユーザ・インタフェースを生成することを備えることができる。実施形態は、たとえば、
携帯電話、ラップトップ・コンピュータ、もしくはタブレット・コンピュータのようなモ
バイル・デバイス、腕時計、または他のウェアラブル・アクセサリもしくは衣服と関連し
た、マイクロプロセッサにより、または第二マイクロプロセッサにより生成されたユーザ
・インタフェースのさまざまな種類を含むことができる。１つの実施形態において、ユー
ザ・インタフェースは、サウンドの複数の種類の内の１つと関連した少なくとも１つのユ
ーザ選好を指定するユーザ・ジェスチャを捕捉する。他のユーザ・インタフェースは、ス
ライダー・バー、ラジオ・ボタンまたはチェック・ボックス等のような、タッチ・センシ
ティブ・スクリーン上に図形表示を含むことができる。このユーザ・インタフェースは、
ユーザの移動またはジェスチャを検出するために１つ以上のコンテキスト・センサを使用
して実装されることができる。また音声起動のユーザ・インタフェースは、マイクロプロ
セッサへユーザ選好または他のシステム・コマンドを提供するために音声認識を備えるこ
とができる。
【０００８】
　受信した周辺のオーディオ信号は、サウンドの複数の種類の内の１つを各々表す複数の
コンポーネント信号にこの信号を分割すること、対応するユーザ選好に基づき周辺の聴覚
環境でのサウンドの種類ごとにコンポーネント信号の各々を変更すること、ユーザの聴覚
環境内のサウンドの種類へ対応する所望の空間位置に基づき複数のコンポーネント信号の
各々へ左信号及び右信号を生成すること、この左信号を組み合わされた左信号に組み合わ
せること、ならびに右信号を組み合わされた右信号に組み合わせることで処理されること
ができる。組み合わされた左信号は、第一スピーカに提供され、組み合わされた右信号は
、第二スピーカに提供される。信号を変更することは、コンポーネント信号を減衰させる
こと、コンポーネント信号を増幅すること、コンポーネント信号を等化すること、コンポ
ーネント信号を打ち消すこと、及び／またはコンポーネント信号中のサウンドの１種類を
サウンドの別の種類と交換することで１つ以上のコンポーネントのサウンドの種類と関連
した信号振幅及び／または周波数スペクトルを調整することを備えることができる。サウ
ンドの種類または群を打ち消すことは、サウンドの１種類または群に関して実質的に等し
い振幅及び実質的に逆位相を有する反転信号を生成することで実行されることができる。
【０００９】
　ユーザのための聴覚環境を生成するシステムのさまざまな実施形態は、スピーカ、マイ
クロホン、及びユーザの周辺の聴覚環境を表すマイクロホンから周辺のオーディオ信号を
受信し、周辺のオーディオ信号を処理して周辺の聴覚環境でのサウンドの複数の種類の内
の少なくとも１つを識別し、受信したユーザ選好に基づき少なくともサウンドの１種類を
変更し、変更されたサウンドをスピーカに出力してユーザのための聴覚環境を生成するよ
うに構成されたデジタル信号プロセッサを含むことができる。このスピーカ及びマイクロ
ホンは、ユーザの耳の中に置かれるように形成されたイヤホン内に、またはユーザの耳の
上に置かれるように形成されたイヤーカップ内に配置されることができる。デジタル信号
プロセッサまたは他のマイクロプロセッサは、周辺のオーディオ信号を複数のサウンド信
号と比較して周辺の聴覚環境での少なくともサウンドの１種類を識別するように構成され
ることができる。
【００１０】
　また実施形態は、周辺のオーディオ信号を処理して周辺のオーディオ信号をサウンドの
複数の群の内の１つに各々対応するコンポーネント信号に分割し、ユーザ・インタフェー
スから受信した対応するユーザ選好に応じてコンポーネント信号を変更し、変更後にコン
ポーネント信号を組み合わせてユーザのための出力信号を生成する、マイクロプロセッサ
で実行可能な格納されたプログラム・コードを含むコンピュータ可読記憶媒体を含むユー
ザのための聴覚環境を生成するためのコンピュータ・プログラム製品を含む。またコンピ
ュータ可読記憶媒体は、周辺のオーディオ信号中で識別されたコンポーネント信号に応じ
て選択された複数の制御を有するユーザ・インタフェースからユーザ選好を受信するコー
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ド、及びユーザ選好に応じてコンポーネント信号の振幅または周波数スペクトルの内の少
なくとも１つを変更するコードを含むことができる。
【００１１】
　さまざまな実施形態は、関連した利点を有することができる。たとえば、ウェアラブル
・デバイスまたは関連方法の実施形態は、サウンドのさまざまな種類への異なるユーザ選
好に基づきサウンドの異なる種類または群を選択的に処理することでユーザの、聴力、注
意、及び／または集中力を向上させることができる。これは、聴覚タスクのより低い認知
負荷をもたらすことができ、会話、音楽、話、またはサウンドの任意の種類を聞くときに
より強い集中をもたらすことができる。本開示によるシステム及び方法は、たとえば、彼
／彼女が聴覚環境から聞きたいサウンドのみをユーザが楽しむこと、たとえば、自然なサ
ウンドまたは音楽とノイズまたは不要なサウンドを交換することでサウンドの美化のよう
な機能、及び彼／彼女の耳に直接に会話、ストリーム・オーディオ及び電話での会話中に
リアルタイム翻訳で彼／彼女の聴覚体験を強化して彼／彼女の耳に隣接してデバイスを保
持する必要性からユーザが解放されること、ならびに、彼／彼女の聴覚フィールドへ任意
の追加のサウンド（たとえば、音楽または音声録音）をユーザが加えることを可能にする
ことができる。
【００１２】
　さまざまな実施形態は、ローカルまたはワイド・エリア・ネットワーク経由で外部デバ
イスからオーディオ信号をユーザが受信することを可能にすることができる。これは、ユ
ーザへ提供されることができるコンテキスト・アウェア広告、及びユーザ・インタフェー
スまたはユーザ選好へのコンテキスト・アウェア調整を促進する。このユーザは、減少さ
れた情報過多及び減少されたストレスをもたらすことができる、彼らの個人的な聴覚環境
上で完全な制御を与えられることができる。
【００１３】
　上記の利点ならびに本開示の他の利点及び特徴は、添付の図面と関連して解釈されると
きに好ましい実施形態の以下の詳細な説明から容易に明らかになるであろう。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　ユーザへ聴覚環境を生成する方法であって、
　前記ユーザの周辺の聴覚環境を表す信号を受信し、
　マイクロプロセッサを使用して前記信号を処理し、前記周辺の聴覚環境でのサウンドの
複数の種類の内の少なくとも１つを識別し、
　前記サウンドの複数の種類の各々に対応するユーザ選好を受信し、
　前記対応するユーザ選好に基づき前記周辺の聴覚環境でのサウンドの種類ごとに前記信
号を変更し、
　前記変更された信号を少なくとも１つのスピーカへ出力し、前記ユーザへ前記聴覚環境
を生成する、
ことを備える、前記方法。
（項目２）
　前記マイクロプロセッサと通信する外部デバイスからサウンド信号を受信し、
　前記外部デバイスからの前記サウンド信号を前記変更されたサウンドの種類と組み合わ
せる、
ことをさらに備える、項目１に記載の方法。
（項目３）
　外部デバイスからサウンド信号を受信することは、サウンド信号を無線で受信すること
を備える、項目２に記載の方法。
（項目４）
　サウンド信号を受信することは、サウンドの異なる種類の格納されたサウンド信号を含
むデータベースからサウンド信号を受信することを備える、項目２に記載の方法。
（項目５）
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　ユーザ選好を受信することは、第二マイクロプロセッサにより生成されたユーザ・イン
タフェースから前記ユーザ選好を無線で受信することを備える、項目１に記載の方法。
（項目６）
　前記ユーザの前記周辺の聴覚環境に応じてコンテキスト依存のユーザ・インタフェース
を生成することをさらに備える、項目５に記載の方法。
（項目７）
　コンテキスト依存のユーザ・インタフェースを生成することは、前記周辺の聴覚環境で
の前記サウンドの複数の種類に対応する複数の制御を表示することを備える、項目６に記
載の方法。
（項目８）
　前記サウンドの複数の種類の内の１つを各々表す複数のコンポーネント信号に前記信号
を分割し、
　前記対応するユーザ選好に基づき前記周辺の聴覚環境でのサウンドの種類ごとに前記コ
ンポーネント信号の各々を変更し、
　前記ユーザの前記聴覚環境内の前記サウンドの種類のための対応する所望の空間位置に
基づき前記複数のコンポーネント信号の各々への左信号及び右信号を生成し、
　前記左信号を組み合わされた左信号へ組み合わせ、
　前記右信号を組み合わされた右信号へ組み合わせる、
ことをさらに備える、項目に記載１の方法。
（項目９）
　前記変更された信号を出力することは、第一スピーカへ前記組み合わされた左信号を出
力すること及び第二スピーカへ前記組み合わされた右信号を出力することを備える、項目
８に記載の方法。
（項目１０）
　サウンドの種類ごとに前記信号を変更することは、前記信号を減衰させること、前記信
号を増幅すること、及び前記信号を等化することの内の少なくとも１つを備える、項目１
に記載の方法。
（項目１１）
　前記信号を変更することは、サウンドの１種類をサウンドの別の種類と交換することを
備える、項目１に記載の方法。
（項目１２）
　前記信号を変更することは、前記サウンドの１種類に関連して実質的に等しい振幅及び
実質的に逆位相を有する反転信号を生成することにより少なくともサウンドの１種類を打
ち消すことを備える、項目１に記載の方法。
（項目１３）
　モバイル・デバイスに埋め込まれた第二マイクロプロセッサを使用して前記ユーザ選好
を捕捉するように構成されたユーザ・インタフェースを生成し、
　前記モバイル・デバイスから前記ユーザ・インタフェースにより捕捉された前記ユーザ
選好を無線で送信する、
ことをさらに備える、項目１に記載の方法。
（項目１４）
　前記ユーザ・インタフェースは、前記サウンドの複数の種類の内の１つと関連した少な
くとも１つのユーザ選好を指定するユーザ・ジェスチャを捕捉する、項目１３に記載の方
法。
（項目１５）
　ユーザのための聴覚環境を生成するシステムであって、
　スピーカ、
　マイクロホン、
　前記ユーザの周辺の聴覚環境を表す前記マイクロホンから周辺のオーディオ信号を受信
し、前記周辺のオーディオ信号を処理し前記周辺の聴覚環境でのサウンドの複数の種類の
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内の少なくとも１つを識別し、受信したユーザ選好に基づき少なくともサウンドの１種類
を変更し、前記変更されたサウンドを前記スピーカへ出力し前記ユーザのための前記聴覚
環境を生成するように構成されたデジタル信号プロセッサ、
を備える、前記システム。
（項目１６）
　前記周辺の聴覚環境での前記サウンドの複数の種類に対応する複数の制御を有するユー
ザ・インタフェースをさらに備える、項目１５に記載のシステム。
（項目１７）
　前記ユーザ・インタフェースは、ユーザ・タッチを前記複数の制御と関連付けるように
構成されたマイクロプロセッサと通信するタッチ・センシティブ・サーフェスを備える、
項目１６に記載のシステム。
（項目１８）
　前記ユーザ・インタフェースは、前記複数の制御を表示し、前記複数の制御に関連する
前記ユーザ・タッチに応じて信号を生成し、前記デジタル信号プロセッサへ前記信号を通
信するようにプログラミングされた携帯電話を備える、項目１７に記載のシステム。
（項目１９）
　前記スピーカ及び前記マイクロホンは、前記ユーザの耳の中に置かれるように形成され
たイヤホン内に配置される、項目１５に記載のシステム。
（項目２０）
　前記周辺のオーディオ信号に応じて前記周辺の聴覚環境で前記サウンドの複数の種類に
応じて制御を表示するように構成されたコンテキスト依存のユーザ・インタフェースをさ
らに備える、項目１５に記載のシステム。
（項目２１）
　前記デジタル信号プロセッサは、前記少なくともサウンドの１種類を減衰させる、増幅
する、または打ち消すことにより前記少なくともサウンドの１種類を変更するように構成
される、項目１５に記載のシステム。
（項目２２）
　前記デジタル信号プロセッサは、前記周辺のオーディオ信号を複数のサウンド信号と比
較して、前記周辺の聴覚環境での前記少なくともサウンドの１種類を識別するように構成
される、項目１５に記載のシステム。
（項目２３）
　周辺のオーディオ信号を処理し、サウンドの複数の群の内の１つに各々対応するコンポ
ーネント信号に前記周辺のオーディオ信号を分割し、
　ユーザ・インタフェースから受信した対応するユーザ選好に応じて前記コンポーネント
信号を変更し、
　変更後に前記コンポーネント信号を組み合わせ、前記ユーザのために出力信号を生成す
る、
ようにマイクロプロセッサにより実行可能な格納されたプログラム・コードを含むコンピ
ュータ可読記憶媒体を備えるユーザのための聴覚環境を生成するコンピュータ・プログラ
ム製品。
（項目２４）
　前記周辺のオーディオ信号で識別された前記コンポーネント信号に応じて選択された複
数の制御を有するユーザ・インタフェースからユーザ選好を受信する、
ようにマイクロプロセッサにより実行可能な格納されたプログラム・コードを含むコンピ
ュータ可読記憶媒体をさらに備える、項目２３に記載のコンピュータ・プログラム製品。
（項目２５）
　前記ユーザ選好に応じて前記コンポーネント信号の振幅または周波数スペクトルの内の
少なくとも１つを変更する、
ようにマイクロプロセッサにより実行可能な格納されたプログラム・コードを含むコンピ
ュータ可読記憶媒体をさらに備える、項目２３に記載のコンピュータ・プログラム製品。
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【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】ユーザのためにカスタマイズされた、またはパーソナライズされた聴覚環境を生
成するシステムまたは方法の代表的な実施形態の動作を示す。
【図２】ユーザが制御可能な聴覚環境を生成するシステムまたは方法の代表的な実施形態
の動作を示すフローチャートである。
【図３】ユーザ選好に基づきユーザ用の聴覚環境を生成するシステムの代表的な実施形態
を示すブロック図である。
【図４】代表的な実施形態のユーザ用の聴覚環境を生成するシステムの機能ブロックを示
すブロック図である。
【図５】サウンドの特定の種類または群と関連したユーザ選好を指定する制御を有するユ
ーザ・インタフェースの代表的な実施形態を示す。
【図６】サウンドの特定の種類または群と関連したユーザ選好を指定する制御を有するユ
ーザ・インタフェースの代表的な実施形態を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本開示の実施形態が、本明細書に記載される。しかしながら、開示された実施形態が単
に実施例であり、他の実施形態がさまざまな代替の形態をとることが可能であることを理
解するべきである。図面は、必ずしも縮尺通りではなく、いくつかの特徴は、特定の構成
要素の詳細を説明するために誇張されるまたは最小化されることが可能である。したがっ
て、本明細書に開示された特定の構造及び機能の詳細は、限定するものとして解釈される
べきではないが、さまざまな本開示の教示を採用することを当業者に教示するための単に
代表的な基礎として解釈されるべきである。当業者が理解するように、図面の任意の１つ
を参照して図示され記載された、さまざまな特徴は、明示的に図示されない、または記載
されない実施形態を生じるために、１つ以上の他の図面に図示された特徴と組み合わされ
ることができる。図示された特徴の組み合わせは、典型的な用途のための代表的な実施形
態を提供する。特徴のさまざまな組み合わせ及び変更形態は、本開示の教示に矛盾しない
が、特定の用途または実装のために要求されることが可能である。説明のいくつかは、使
用できる複数の構成要素または上、下、内側、外側等のような図中の空間参照を指定する
ことができる。利用できる、任意のこのような空間参照、形状への参照、または複数の構
成要素への参照は、例示及び説明の利便性及び容易さのためにのみ使用され、任意の限定
的な方式で解釈されるべきではない。
【００１６】
　図１は、サウンドの特定の種類または群のためにユーザ選好に応じてパーソナライズさ
れる、またはカスタマイズされることができる、ユーザのためにユーザが制御可能な聴覚
環境を生成するシステムまたは方法の代表的な実施形態の動作を示す。システム１００は
、サウンドの複数の種類または群を含む周辺の聴覚環境により囲まれたユーザ１２０を含
む。図１の代表的な実施形態において、代表的なサウンド・ソース及びサウンドの関連し
た種類または群は、交通ノイズ１０２、ユーザ１２０に話している人１０４からの音声、
警報１０６のさまざまな種類、ユーザ１２０へ向けられない、または人１０４からの音声
と異なる空間位置のいずれか一方の群衆または会話１０８からの音声、自然の音１１０、
及び音楽１１２により表現される。図１で説明された、サウンドの代表的な種類もしくは
群、またはノイズ（任意の不要なサウンドを含むことができる）は、単に代表的なもので
あり、非限定的な実施例として提供される。ユーザ１２０に関連する聴覚環境または周辺
のサウンドは、ユーザが異なる位置へ移動するにつれて変化し、サウンドの他の種類また
はノイズの内の数十または数百を含むことができ、その内のいくつかは、以下の特定の実
施形態を参照してより詳細に説明される。
【００１７】
　さまざまなサウンド、たとえば、図１で表されるものは、データベースに格納され、ア
クセスされることができ、以下により詳細に記載されるように、ユーザ選好に応じてユー



(10) JP 6600634 B2 2019.10.30

10

20

30

40

50

ザの聴覚環境に加えられる、または挿入される。同様に、特定のサウンドの群またはサウ
ンドの種類の代表的または平均的なのサウンドのさまざまな信号特性は、抽出されてデー
タベースに格納されることができる。特定のサウンドの群またはサウンドの種類の代表的
なまたは平均的なサウンドのこれらの信号特性は、現在の周辺の聴覚環境からのサウンド
と比較して周辺の環境内のサウンドの種類またはサウンドの群を識別するためのシグネチ
ャとして使用されることができる。サウンド及び／またはサウンド信号特性の１つ以上の
データベースは、オンボードに、もしくはシステム１００内でローカルに格納されること
ができる、またはインターネットのような、ローカルもしくはワイド・エリア・ネットワ
ーク経由でアクセスされることができる。サウンドの種類のシグネチャまたはプロファイ
ルは、ユーザ１２０の現在の位置、場所、またはコンテキストに基づき動的にロードされ
る、または変更されることができる。代わりに、１つ以上のサウンドの種類またはプロフ
ァイルは、不要なサウンド／ノイズを交換する際に使用するために、または聴覚環境を拡
張するためにユーザ１２０によりダウンロードされる、または購入されることができる。
【００１８】
　上記で説明された格納されたサウンドまたは代表的な信号に類似して、警報１０６は、
ユーザ１２０の周辺の聴覚環境内から生じて、関連したマイクロホンにより検出されるこ
とができる、またはＷｉ－Ｆｉ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、もしくはセルラ・プ
ロトコルのような、無線通信プロトコルを使用してシステム１００に直接に送信されるこ
とができる。たとえば、地域の気象警報またはアンバー・アラートは、システム１００に
より送受信されることができ、ユーザの聴覚環境に挿入される、または追加されることが
できる。特定の実装に応じて、いくつかの警報は、ユーザ選好に基づき処理されることが
できるが、その他の警報は、たとえば、打ち消しまたは減衰のような、ユーザ選好のさま
ざまな種類の対象とならないことができる。警報は、たとえば、コンサート、スポーツ・
イベント、または映画館に行くときのような、コンテキスト依存の広告、告知、または情
報を含むことができる。
【００１９】
　また図１で説明されるように、システム１００は、図２～６を参照して、より詳細に図
示されて記載されるような、少なくとも１つのマイクロホン、少なくとも１つのスピーカ
、及びマイクロプロセッサ・ベースのデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）を含むウェアラ
ブル・デバイス１３０を含む。ウェアラブル・デバイス１３０は、周辺の聴覚環境内の周
辺のサウンドを検出する周辺マイクロホン、及びユーザが選択したサウンドの打ち消しの
ための閉ループ・フィードバック制御システムで使用された内蔵マイクロホンを含むこと
ができる、関連したスピーカ及び１つ以上のマイクロホンまたはトランスデューサを各々
含むヘッドホンまたはイヤホン１３４により実装されることができる。特定の実施形態に
応じて、イヤホン１３４は、ヘッドバンド１３２により任意選択で接続されることができ
る、またはユーザ１２０のそれぞれの耳の周囲に置かれるように形成されることができる
。１つの実施形態において、イヤホン１３４は、ユーザ１２０の外耳道を部分的に、また
は実質的に完全に密閉して、周辺のサウンドの受動的な減衰を提供するインイヤー・デバ
イスである。別の実施形態において、耳覆い型イヤーカップは、改良された受動的減衰を
提供するために各耳上に置かれることができる。他の実施形態は、外耳道上に置かれるが
、周辺のサウンドのはるかに少ない受動的減衰を提供する耳載せ型イヤホン１３４を使用
することができる。
【００２０】
　１つの実施形態において、ウェアラブル・デバイス１３０は、インイヤーまたは耳内イ
ヤホン１３４を含み、イヤホン１３４が、現在の周辺の聴覚環境に関してユーザ１２０が
体験した聴覚フィールドまたは環境をシステム１００が変更しないことを意味する、音響
的に「透明」であるような、デフォルトまたは初期処理モードで動作する。あるいは、シ
ステム１００は、周辺の環境からのすべてのサウンドを減衰させる、もしくはすべてのサ
ウンドを増幅する、またはそれぞれ、より従来のノイズ・キャンセリング・ヘッドホンも
しくは補聴器の動作に類似して周辺のサウンドの特定の周波数を減衰させる、もしくは増
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幅するデフォルト・モードを有することができる。このような従来のシステムとは対照的
に、ユーザ１２０は、関連したユーザ・インタフェースにより選択されたサウンドの異な
る種類または群に適用された異なるユーザ選好を設定することで、システム１００を使用
して彼／彼女の聴覚環境をパーソナライズする、またはカスタマイズすることができる。
次にユーザ選好は、たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、または同
様の技術のような、有線または無線技術を介してイヤホン１３４と関連したＤＳＰに通信
される。ウェアラブル・デバイス１３０は、現在のオーディオ・フィールド及びサウンド
１０２、１０４、１０６、１０８、１１０、及び１１２を分析し、ユーザの所望の聴覚情
景を達成するためにどのような信号を生成するかを判定する。ユーザが選好を変更する場
合に、システムは変更を反映しそれらを動的に適用するために設定を更新する。
【００２１】
　図１で一般的に描写されるような、１つの実施形態において、ユーザ１２０は、補聴器
へ使用されたものに類似している技術を使用してカスタム装着される、または成形される
ことができる、２つのインイヤーまたは耳内デバイス１３４（各耳に１つ）を身に付ける
。あるいは、ストック・サイズ及び／または取り外し可能なチップまたはアダプタは、異
なるユーザのために良好な密閉及び快適なフィット感を提供するために使用されることが
できる。デバイス１３４は、外耳道に完全にフィットする非常に小型化されたデバイスで
実装されることができることにより、実質的に目に見えないため、それらが補聴器デバイ
スに関連したいずれの社会的不名誉を引き起こさない。またこれは、ユーザのためにより
快適で「一体」感を促進することができる。このようなデバイス１３４を身に付ける努力
及び習慣は、コンタクト・レンズに相当することができ、ユーザは、朝にデバイス１３４
を挿入して、その後、彼女／彼がそれらを身に着けていることを忘れることができる。あ
るいは、ユーザは、以下で代表的なユースケースに関して説明されるように、夜間にデバ
イスを維持することができ、彼女／彼が寝ていながらシステムの機能を活用する。
【００２２】
　特定の実装に応じて、イヤホン１３４は、受動的及び／または能動的な減衰または打ち
消しを通して周辺の聴覚環境からユーザを隔離することができる、一方、同時に、強化も
しくは拡張をともない、またはこれらをともなわずに所望のサウンド・ソースのみを再現
する。イヤホン１３４内に実装されることができる、ウェアラブル・デバイス１３０は、
また、さまざまな外部サウンド・ソース、外部ユーザ・インタフェース、または他の同様
のウェアラブル・デバイスと接続するために無線通信（内蔵Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商
標）またはＷｉ－Ｆｉ）を備えることができる。
【００２３】
　ウェアラブル・デバイス１３０は、正確にユーザの位置及び／または頭の位置及び方向
を測定するためにコンテキスト・センサ（図３、加速度計、ジャイロスコープ、ＧＰＳ等
のような）を含むことができる。これは、ユーザを混乱させいなために周辺の聴覚環境内
でそれらが発生する場合にシステムが正確な空間位置で音声及びサウンドを再現すること
を可能にする。実施例として、音声がユーザの左からきて彼が彼の頭を彼の左の方向へ４
５度回す場合に、この音声は、ユーザの知覚を混乱させないためにステレオ・パノラマの
正確な位置に配置される。あるいは、システムは、特定の状況でユーザの認知負荷を下げ
る可能性がある、会話のステレオ・パノラマ（たとえば、オーディオ・ソースを広げるこ
とで）を最適化することが可能である。１つの実施形態において、ユーザ１２０は、特定
のサウンド・ソースを人工的に、または事実上再配置するためにユーザ選好を提供するこ
とができる。たとえば、電話またはコンピュータでグループ会話を聞いているユーザは、
ステレオ・パノラマ内の第一位置中のスピーカ、及びステレオ・サウンド・フィールドま
たはパノラマ内の第二位置中の聴衆を適切な場所に置くことができる。同様に、複数のス
ピーカは、ウェアラブル・デバイス１３０により生成されるようなユーザの聴覚環境と異
なる位置に事実上適切に置かれることが可能である。
【００２４】
　ウェアラブル・デバイス１３０は、イヤホン１３４とともに描写されるが、他の実施形
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態は、ウェアラブル・デバイスの異なる種類内に含まれた、またはこれらにより実装され
たシステム１００のさまざまな構成要素を含むことができる。たとえば、スピーカ及び／
またはマイクロホンは、帽子、スカーフ、シャツの襟、ジャケット、フード等内に配置さ
れることができる。同様に、ユーザ・インタフェースは、スマートフォン、タブレット、
腕時計、アーム・バンド等のような、別個のモバイルまたはウェアラブル・デバイス内に
実装されることができる。この別個のモバイルまたはウェアラブル・デバイスは、メイン
・システムのマイクロプロセッサ及び／またはＤＳＰの能力を拡張する、追加の処理能力
を提供するためにまた使用されることができる、関連したマイクロプロセッサ及び／また
はデジタル信号プロセッサを含むことができる。
【００２５】
　また一般的に、図１のシステム１００のブロック図により描写されるように、ユーザ・
インタフェース（図５～６）は、それぞれ増幅する、打ち消す、追加するもしくは挿入す
る、または減衰させるサウンドを示す、関連したサウンドの種類に対し、記号１４０、１
４２、１４４、１４６により示された彼／彼女の選好を設定することでパーソナライズさ
れた、またはカスタマイズされた聴覚体験をユーザ１２０が作成することを可能にする。
他の機能は、関連したサウンドの１つ以上の周波数の等化もしくはフィルタリング、選択
的減衰もしくは増幅を提供すること、不要なサウンドをより快適なサウンド（たとえば、
打ち消し及び追加／挿入の組み合わせを使用して）と交換することによりサウンドを強化
するために使用されることができる。ユーザ・インタフェースを使用してユーザ１２０に
より行われた変更は、ウェアラブル・デバイス１３０へ通信され、入力信号の対応する処
理を制御し、ユーザ選好を実装する聴覚出力信号を生成する。
【００２６】
　たとえば、１４２で表された打ち消しのために設定するユーザ選好は、「交通ノイズ」
１０２のサウンドの群または種類と関連することができる。ウェアラブル・デバイス１３
０は、交通ノイズ１０２と位相が実質的にずれる、実質的に類似または等しい振幅を有す
る信号を生成することで、ノイズ・キャンセリング・ヘッドホンと同様の方式でこのサウ
ンド／ノイズの打ち消しを提供することができる。従来のノイズ・キャンセリング・ヘッ
ドホンとは異なり、打ち消しは、対応するユーザ選好１４２に基づき選択的である。この
ようなものとして、任意／すべてのノイズを低減させようとする従来のノイズ・キャンセ
リング・ヘッドホンとは対照的に、ウェアラブル・デバイス１３０は、ユーザが聞きたく
ないと選択したサウンド・イベントのみを打ち消し、周辺の聴覚環境からの他のサウンド
をさらに強化する、または拡張する能力を提供する。
【００２７】
　周辺の聴覚環境内のサウンドは、ユーザ選好１４０により一般的に示されるように強化
されることが可能である。ウェアラブル・デバイス１３０は、現在の補聴器技術のために
実行されるような同様の方式で特徴のこの種類を実装することができる。しかしながら、
現在の補聴器技術とは対照的に、特定のユーザ選好設定に応じてサウンドの強化を選択的
に適用する。ウェアラブル・デバイス１３０は、１４４で示されるようなユーザ選好に基
づき１つ以上の内向きのラウドスピーカ（複数を含む）を使用してユーザの聴覚フィール
ドへサウンドを能動的に追加する、または挿入することができる。この機能は、バック・
ミュージックまたは他のオーディオ・ストリーム（電話、録音、話し言葉のデジタル・ア
シスタント等）を再生することで、ヘッドホンのために使用されるような同様の方式で実
装されることができる。ユーザ選好１４６により表されたサウンドの低下または減衰は、
１０８で表されるように、話している人々のような、関連したサウンドの音量または振幅
を低下させることを伴う。この効果は、保護（受動的）耳栓の効果に似ている可能性があ
るが、ユーザ１２０のユーザ選好に応じて特定のサウンド・ソースのみへ選択的に適用さ
れることができる。
【００２８】
　図２は、ユーザが制御可能な聴覚環境を生成するシステムまたは方法の代表的な実施形
態の動作を説明する簡略化されたフローチャートである。図２のフローチャートは、図１
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を参照して図示され記載されるような、ウェアラブル・デバイスにより実行されることが
できる機能またはロジックを一般的に表す。この機能またはロジックは、プログラミング
されたマイクロプロセッサにより実行されたハードウェア及び／またはソフトウェアで実
行されることができる。ソフトウェアにより少なくとも部分的に実装された機能は、示さ
れた機能（複数を含む）を実行するために、コンピュータまたはプロセッサにより実行可
能なコードまたはインストラクションを表す格納されたデータを含む非一時的なコンピュ
ータ可読記憶媒体を含むコンピュータ・プログラム製品に格納されることができる。単数
または複数のコンピュータ可読記憶媒体は、実行可能インストラクション及び関連したデ
ータまたは情報を一時的または永続的に格納するために、電気、磁気、及び／または光学
デバイスを利用する複数の既知の物理的デバイスのいずれかであってもよい。当業者によ
り理解されるように、図は、イベント駆動型、割り込み駆動型、マルチタスク、マルチス
レッディング等のような、複数の既知のソフトウェア・プログラミング言語及び処理スト
ラテジの内の任意の１つ以上を表すことができる。このようなものとして、説明されたさ
まざまな特徴または機能は、説明されたシーケンスで、並行して、またはいくつかの場合
に省略されて実行されることができる。同様に、処理の順序は、必ずしもさまざまな実施
形態の特徴及び利点を達成するために必要とされないが、例示及び説明を容易にするため
に提供される。明示的に図示されないが、当業者は、図示された特徴または機能の内の１
つ以上が繰り返し実行されてもよいことを認識するであろう。
【００２９】
　図２のブロック２１０は、任意の変更なしで周辺の聴覚環境を再現するインイヤー・デ
バイスを備える１つの実施形態のための代表的なデフォルトまたはパワーオン・モードを
表す。ウェアラブル・デバイスの特定の用途及び実装に応じて、これは、ウェアラブル・
デバイスのラウドスピーカへ周辺の環境の能動的またはパワード再現を有することができ
る。たとえば、良好な密閉及び受動的な減衰を有する耳内イヤホンを含む実施形態におい
て、デフォルト・モードは、１つ以上の周辺のマイクロホンを使用してサウンドのさまざ
まな種類を受信することができ、有意な信号またはサウンドの変更なしで１つ以上のスピ
ーカのために対応する信号を生成することができる。重要な受動的な減衰のない実施形態
については、能動的な周辺の聴覚環境の再現は、必要とされない可能性がある。
【００３０】
　ユーザは、ウェアラブル・デバイスにより、またはスマートフォン、タブレット・コン
ピュータ、スマート・ウォッチ等のような第二マイクロプロセッサ・ベースのデバイスに
より実装されることができるユーザ・インタフェースを介してブロック２２０で表される
ような聴覚選好を設定する。代表的なユーザ・インタフェースの代表的な特徴は、図５及
び６を参照して図示されて記載される。前述のように、ブロック２２０で表されたユーザ
選好は、サウンドの特定の種類、群、またはカテゴリと関連することができ、たとえば、
打ち消し、減衰、増幅、交換、または強化のような、関連したサウンドへ１つ以上の変更
を有することができる。
【００３１】
　ユーザ・インタフェースにより捕捉されたユーザ選好は、ブロック２３０で表されるよ
うなウェアラブル・デバイスへ通信される。いくつかの実施形態において、ユーザ・イン
タフェースは、通信がプログラム・モジュール、メッセージ、または同様のストラテジを
介するようなユーザ・デバイス内で一体化される。他の実施形態において、リモート・ユ
ーザ・インタフェースは、有線または無線通信技術を使用してローカルまたはワイド・エ
リア・ネットワーク経由で通信することができる。受信したユーザ選好は、ブロック２４
０で表されるような、周辺の聴覚環境内で関連したサウンドに適用される。これは、１つ
以上のサウンドの打ち消し２４２、１つ以上のサウンドの追加もしくは挿入２４４、１つ
以上のサウンドの強化２４６、または１つ以上のサウンドの減衰２４８を有することがで
きる。その後変更されたサウンドは、ウェアラブル・デバイスと関連した、またはこれと
一体化された１つ以上のスピーカへ提供される。変更されたサウンドの追加の処理は、当
業者が一般的に理解するような、ステレオまたは複数のスピーカ配置を使用してユーザの
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聴覚環境内のサウンド（複数を含む）を事実上適切に置くために実行されることができる
。関連したユーザ選好に応じてウェアラブル・デバイスの１つ以上の周辺のマイクロホン
により受信されたサウンドの１つ以上の種類またはカテゴリの変更は、ブロック２５０で
表されるように、ユーザ選好が変更するまで続く。
【００３２】
　図２の流れ図により表されたさまざまな実施形態は、それぞれ、ブロック２４２及び２
４８で表わされるように、選択されたサウンドの種類またはカテゴリを打ち消す、または
減衰させる（音量を下げる）ために関連したストラテジを使用することができる。
【００３３】
　耳内または耳覆い型イヤホンを含む実施形態については、周辺の聴覚環境からの外部の
サウンドは、直接に鼓膜に到達する前に受動的に減衰する。これらの実施形態は、外部の
音波が鼓膜に到達するのを機械的に妨げることで、音響的にユーザを隔離する。これらの
実施形態において、ユーザが能動的またはパワード信号変更なしで聞くデフォルトの聴覚
情景は、実際の外部のサウンドにかかわらず、無音、または大幅に低減された、またはこ
もったサウンドである。周辺の聴覚環境から実際に何かを聞くユーザについて、システム
は、１つ以上のマイクロホンで外部のサウンドを検出しなければならなく、それらを１つ
以上の内向きのスピーカへ配信しなければならないために、それらは第一の場所でユーザ
に可聴である。サウンド・イベントを低減するまたは打ち消すことは、信号処理レベルで
主に達成されることができる。外部のサウンドの情景は、分析され、ユーザ選好を与えら
れ、変更され（処理され）、その後１つ以上の内向きのラウドスピーカを介してユーザへ
再生される。
【００３４】
　耳載せ型イヤホン、または耳上のデバイス（たとえば、従来の補聴器）を含む、他のウ
ェアラブル・スピーカ及びマイクロホンを含む実施形態において、依然として外部のサウ
ンドは、鼓膜に到達することが可能であるため、聴覚情景を知覚されたデフォルトは、実
際の周辺の聴覚情景にほぼ同じである。これらの実施形態において、特定の外部のサウン
ド・イベントを低下させるまたは打ち消すために、システムは能動的な反転されたサウン
ド信号を生成して実際の周辺のサウンド信号を無効にしなければならない。キャンセル信
号は、周辺の信号のサウンド信号との位相のずれを生じるため、反転されたサウンド信号
及び周辺のサウンド信号は、互いに組み合わされ、打ち消し合い、特定のサウンド・イベ
ントを除去する（またはゼロの方向へ下げる）。ブロック２４４及び２４６により表わさ
れるようにサウンド・イベントを追加して強化することは、強化されるまたは追加される
サウンド・イベントが内向きのラウドスピーカで再生されながら、両方のストラテジの同
じ方式で行われることに留意する。
【００３５】
　図３は、周辺のサウンドの１つ以上の種類またはカテゴリと関連したユーザ選好に応じ
てユーザのための聴覚環境を生成するシステムの代表的な実施形態を説明するブロック図
である。システム３００は、１つ以上のマイクロホン３１２、１つ以上の増幅器３１４及
び１つ以上のスピーカ３１６と通信するマイクロプロセッサまたはデジタル信号プロセッ
サ（ＤＳＰ）３１０を含む。システム３００は、ＤＳＰ３１０と通信する１つ以上のコン
テキスト・センサ３３０を含むことができる。任意選択のコンテキスト・センサ３３０は
、たとえば、ＧＰＳセンサ３３２、ジャイロスコープ３３４、及び加速度計３３６を含む
ことができる。コンテキスト・センサ３３０は、事前に定義されたもしくは学習された聴
覚環境、またはウェアラブル・デバイス１３０（図１）の位置に関連してユーザ１２０（
図１）の位置またはコンテキストを検出するために使用されることができる。いくつかの
実施形態において、コンテキスト・センサ３３０は、コンテキスト依存のユーザ選好制御
の表示を制御するためにユーザ・インタフェースにより使用されることができる。あるい
は、または組み合わせにおいて、コンテキスト・センサ３３０は、図５及び６で図示され
た代表的なユーザ・インタフェースを参照して以下でより詳細に説明されるように、ユー
ザ選好を選択する、または制御するユーザ・ジェスチャを検出するためにユーザ・インタ
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フェースにより使用されることができる。
【００３６】
　ＤＳＰ３１０は、関連したユーザ・インタフェース３２４により捕捉されたユーザ選好
３２２を受信する。図３で図示された代表的な実施形態において、ユーザ・インタフェー
ス３２４は、たとえば、スマートフォン、タブレット・コンピュータ、腕時計、またはア
ーム・バンドのような、モバイル・デバイス３２０に埋め込まれた関連したメモリ３２８
を含む第二マイクロプロセッサ３２６により実装される。ユーザ選好３２２は、ＤＳＰ３
１０へ有線または無線通信リンク３６０を介して通信されることができる。有線または無
線通信技術またはプロトコルのさまざまな種類は、特定の用途または実装に応じて使用さ
れることができる。代表的な通信技術またはプロトコルは、たとえば、Ｗｉ－Ｆｉまたは
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）を含むことができる。あるいは、マイクロプロセッサ３
２６は、別個のモバイル・デバイス３２０内でよりもＤＳＰ３１０として同じウェアラブ
ル・デバイス内で統合されることができる。ユーザ・インタフェース機能に加えて、モバ
イル・デバイス３２０は、システム３００のための追加の処理能力を提供することができ
る。たとえば、ＤＳＰ３１０は、ブロードキャスト・メッセージ、警報、または情報等を
受信する、ユーザ・コンテキストを検出するために、モバイル・デバイス３２０のマイク
ロプロセッサ３２６に依存することができる。いくつかの実施形態において、このシステ
ムは、たとえば、スマートフォン３２０、スマート・ウォッチ、または無線ネットワーク
を使用するリモート・サーバに直接接続のような、追加の処理能力のための外部デバイス
と通信することができる。これらの実施形態において、未処理のオーディオ・ストリーム
は、オーディオ・ストリームを処理してこの変更されたオーディオ・ストリームを送信し
てＤＳＰ３１０へ戻す、モバイル・デバイス３２０へ送信されることができる。同様に、
モバイル・デバイス３２０と関連したコンテキスト・センサは、前述のようにＤＳＰ３１
０にコンテキスト情報を提供するために使用されることができる。
【００３７】
　システム３００は、たとえば、インターネット３５２のような、ローカルまたはワイド
・エリア・ネットワーク経由でローカルまたはリモート・データベースまたはライブラリ
３５０と通信することができる。データベースまたはライブラリ３５０は、周辺のオーデ
ィオ環境からのサウンドの特定の種類または群を識別する際にＤＳＰ３１０による使用の
ための格納されたサウンド及び／または関連した信号特性を有するサウンド・ライブラリ
を含むことができる。またデータベース３５０は、特定の周辺の聴覚環境に対応する複数
のユーザ選好プリセットを含むことができる。たとえば、データベース３５０は、ユーザ
が異なる状況または環境のためにすでに処理されたまたはプログラミングされたフォーマ
ット済みのオーディオ・キャンセリング／強化パターンを容易にダウンロードすることが
可能である、「プリセット・ストア」を表すことができる。代表的な実施例として、ユー
ザが野球の試合にいる場合に、彼はプリセット・ストアへ容易に行き、聴覚環境を打ち消
して群衆のノイズ・レベルを低減させ、または減衰させながら、アナウンサーの音声及び
彼が話している人の音声を強化する、事前に配置されたオーディオ強化パターンをダウン
ロードすることが可能である。
【００３８】
　前述のように、コンテキスト依存のサウンドまたはサウンドを表すデータ・ストリーム
は、ミュージック・プレイヤ、警報放送局、スタジアム・アナウンサ、店舗または映画館
等のような、関連したオーディオ・ソース３４０から提供されることができる。ストリー
ミング・データは、たとえば、セルラ接続、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、またはＷ
ｉ－Ｆｉ経由で、ＤＳＰ３１０へオーディオ・ソース３４０から直接提供されることがで
きる。またデータ・ストリーミングまたはダウンロードは、たとえば、インターネットの
ような、ローカルまたはワイド・エリア・ネットワーク３４２経由で提供されることがで
きる。
【００３９】
　動作中に、図３で図示されるようなシステムまたは方法の代表的な実施形態は、たとえ
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ば、１つ以上のマイクロホン３１２からユーザの周辺の聴覚環境でのサウンドを表す信号
を受信することで周辺の聴覚環境からのサウンドに基づく、カスタマイズされた、または
パーソナライズされたユーザが制御可能な聴覚環境を生成する。ＤＳＰ３１０は、マイク
ロプロセッサを使用して信号を処理し、周辺の聴覚環境でのサウンドの複数の種類の内の
少なくとも１つを識別する。ＤＳＰ３１０は、サウンドの複数の種類の各々に対応するユ
ーザ選好３２２を受信し、対応するユーザ選好に基づき周辺の聴覚環境でのサウンドの種
類ごとに信号を変更する。変更された信号は、アンプ（複数を含む）３１４及びスピーカ
（複数を含む）３１６に出力され、ユーザのための聴覚環境を生成する。ＤＳＰ３１０は
、有線または無線ネットワーク３４２経由でＤＳＰ３１０と通信する外部デバイスまたは
ソース３４０からのサウンド信号を受信することができる。次に外部デバイス３４０（ま
たはデータベース３５０）から受信した信号またはデータは、ＤＳＰ３１０によりサウン
ドの変更された種類と組み合わされる。
【００４０】
　また図３で図示されるように、ユーザ選好３２２は、第二マイクロプロセッサ３２６に
より生成されたユーザ・インタフェース３２４で捕捉され、ＤＳＰ３１０へ無線で送信さ
れ、これにより受信されることができる。マイクロプロセッサ３２６は、たとえば、ＤＳ
Ｐ３１０により通信される、またはモバイル・デバイス３２０により直接に検出されるこ
とができる、ユーザの周辺の聴覚環境に応じてコンテキスト依存のユーザ・インタフェー
スを生成するように構成されることができる。
【００４１】
　図４は、図３で図示されるように、代表的な実施形態のユーザのための聴覚環境を生成
するシステムまたは方法の機能ブロックまたは特徴を説明するブロック図である。前述の
ように、ＤＳＰ３１０は、コンテキスト・センサ３３０と通信して、関連したユーザ・イ
ンタフェースにより捕捉されたユーザ選好または設定３２２を受信することができる。Ｄ
ＳＰ３１０は、４２０で表わされるように周辺のサウンドを表す信号を分析する。これは
、４２２で表わされるように識別された、検出されたサウンドのリストを格納することを
備えることができる。先に識別されたサウンドは、今後のコンテキストでサウンドを識別
する際に使用するためのデータベースに格納された特有の特徴またはシグネチャを有する
ことができる。ＤＳＰ３１０は、サウンドを分離することができる、または４３０で表わ
されるように特定のサウンドと関連した信号を分割することができる。各サウンドの種類
または群は、４４２で表わされるように変更される、または操作されることができる。前
述のように、これは、ブロック４４４で表わされるように、レベルまたは音量を増加させ
る、レベルまたは音量を減少させる、特定のサウンドを打ち消す、サウンドを異なるサウ
ンドと交換する（サウンドを打ち消して挿入／追加することの組み合わせ）、または等化
、ピッチ等のような、サウンドのさまざまな品質を変更することを備えることができる。
所望のサウンドは、ユーザ選好３２２及び／またはコンテキスト・センサ３３０に応じて
変更された周辺の聴覚環境からのサウンドに追加される、またはこれらと混合されること
ができる。
【００４２】
　ブロック４４２で操作されるように変更されたサウンド及び任意の追加のサウンド４４
６は、ブロック４５０で表わされるように、合成される、または組み合わされる。オーデ
ィオは、４５０で表わされるように、コンポジット信号に基づきレンダリングされる。こ
れは、１つ以上のスピーカへのステレオまたはマルチチャンネル・オーディオ信号を生成
するように処理する信号を含むことができる。さまざまな実施形態において、組み合わさ
れ変更された信号は、周辺の聴覚環境内のソースの位置に基づき、またはユーザに選択さ
れた空間識に基づきユーザの聴覚環境内に１つ以上のサウンド・ソースを事実上適切に置
くように処理される。たとえば、組み合わされ変更された信号は、第一スピーカに提供さ
れた左信号及び第二スピーカに提供された右信号に分離されることができる。
【００４３】
　図５及び６は、サウンドの特定の種類または群と関連したユーザ選好を指定するための
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制御を有する簡略化されたユーザ・インタフェースの代表的な実施形態を示す。このユー
ザ・インタフェースは、どのようなサウンドがより良く聞こえる、全く聞こえない、また
は途端に不鮮明になるかに関する選好を設定することで、より良い聴覚体験をユーザが作
成することを可能にする。このインタフェース上でユーザにより行われた変更は、前述の
ように処理するためにウェアラブル・デバイス（複数を含む）に伝達され、周辺の聴覚環
境及び／または外部ソースからの特定のサウンドを増幅して、減衰させて、打ち消して、
追加して、交換して、または強化して、ユーザのためにパーソナライズされ、ユーザに制
御された聴覚環境を作成する。
【００４４】
　ユーザ・インタフェースは、ウェアラブル・デバイスと一体化されることができる、及
び／またはウェアラブル・デバイスと通信するリモート・デバイスにより提供されること
ができる。いくつかの実施形態において、ウェアラブル・デバイスは、外部デバイスが利
用不可能であるときに選好を設定する際に使用するために一体化されたユーザ・インタフ
ェースを含むことができる。外部デバイス上のユーザ・インタフェースは、特定の実装に
依存する優先度を有する一体化されたユーザ・インタフェースもしくはリモート・ユーザ
・インタフェースのどちらか一方を備える、一体化されたデバイスの設定もしくは選好を
オーバライドする、もしくは置き換える、またはその逆の場合も同様であることができる
。
【００４５】
　ユーザ・インタフェースは、オンザフライで、動的に聴覚選好を設定する能力をユーザ
に与える。このインタフェースを介して、ユーザは、特定のサウンド・ソースの音量を上
げる、または下げることが可能であり、前述のように他の聴覚イベントを完全に打ち消す
、または強化することが可能である。いくつかの実施形態は、コンテキスト依存またはコ
ンテキスト・アウェアのユーザ・インタフェースを含む。これらの実施形態において、聴
覚情景は、以下でより詳細に説明されるように、ユーザへ動的に生成されて提示される、
ユーザ・インタフェース要素または制御を定義する。
【００４６】
　図５で図示された、簡略化されたユーザ・インタフェース制御５００は、それぞれ、ノ
イズ、音声、ユーザ音声、及び警報に関するユーザ選好を制御するために、おなじみのス
ライダー・バー５１０、５２０、５３０、及び５４０に配置される。各スライダー・バー
は、ユーザの聴覚環境中のサウンドの種類または群ごとの、それぞれ、ノイズ、音声、ユ
ーザ音声、または警報の相対的寄与を調整する、または混合するために、関連した制御ま
たはスライダー５４２、５４４、５４６、及び５４８を含む。図示された代表的な実施形
態において、混合のさまざまなレベルは、「オフ」５５０から、「小さい」５５２へ、「
本物」５５４へ、「大きい」５６０へわめき散らすことに設けられる。スライダーが「オ
フ」位置５５０にあるときに、ＤＳＰは、聞かれる（直接、外部サウンドまたは広告の場
合に）ことが不可能であるように、関連したサウンドを減衰させていることができる、ま
たは周辺の聴覚環境から指定されたサウンドを大幅に減衰させる、もしくは打ち消すため
に能動的な打ち消しを適用することができる。「小さい」位置５５２は、ミキサまたはス
ライダー・インタフェースにより表された他のサウンドに関して、関連したサウンドのあ
る減衰、または相対的により低い増幅に対応する。「本物」位置５５４は、ウェアラブル
・デバイスが着用されていないかのように、周辺の聴覚環境からユーザへサウンド・レベ
ルを実質的に複製することに対応する。「大きい」位置５６０は、周辺の聴覚環境での、
他のサウンドに関するサウンドまたはそのサウンドのレベルのそれ以上の増幅に対応する
。
【００４７】
　他の実施形態において、ユーザ選好は、さまざまなフォーマットで、サウンド・レベル
または音圧レベル（ＳＰＬ）を指定するスライダーまたは同様の制御を使用して捕捉され
るまたは指定されることができる。たとえば、スライダーまたは他の制御は、特定のサウ
ンドの初期ラウドネスの割合、またはｄＢＡ　ＳＰＬ（０ｄＢが「本物」である、または
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絶対ＳＰＬで）を指定することができる。代わりに、または組み合わせにおいて、スライ
ダーまたは他の制御は、「小さい」、「通常」、及び「強化」に分類されることができる
。たとえば、ユーザは、ユーザが特定のサウンドを完全に遮断するまたは打ち消すように
試みたいときに、０％（たとえば、「小さい」値に対応する）にスライダー５４２のよう
な、セレクタまたはスライダーを移動させることができる。さらに、ユーザは、ユーザが
特定のサウンドを通したいときに、１００％（たとえば、「通常」または「本物」の値に
対応する）へスライダー５４４のようなセレクタを移動させることができる。加えて、ユ
ーザは、ユーザが特定のサウンドを増幅したい、または強化したいときに、１００％超（
たとえば、２００％）へスライダー５４６のようなセレクタを移動させることができる。
【００４８】
　他の実施形態において、ユーザ・インタフェースは、音圧レベル（ｄＢＡ　ＳＰＬ）及
び／または減衰／利得値（たとえば、デシベル単位で指定された）として表されることが
できるサウンド・レベル値に関するユーザ選好を捕捉することができる。たとえば、ユー
ザは、ユーザが特定のサウンドを減衰させたいときに、－２０デシベル（ｄＢ）の減衰値
（たとえば、「小さい」値に対応する）へスライダー５４８のようなセレクタを移動させ
ることができる。さらに、ユーザは、ユーザが特定のサウンドを通したいときに、０ｄＢ
の値（たとえば、図５の「本物」の値５５４に対応する）へ、スライダー５４８のような
、セレクタを移動させることができる。加えて、ユーザは、ユーザがサウンドのラウドネ
スを増加させることで特定のサウンドを強化したいときに、＋２０ｄＢの利得値（たとえ
ば、図５の「大きい」値５６０に対応する）の方向へ、スライダー５４８のようなセレク
タを移動させることができる。
【００４９】
　同じまたは他の実施形態において、ユーザは、特定のサウンドがユーザのために生成さ
れる音圧レベルを指定することができる。たとえば、ユーザは、目覚まし時計のサウンド
が８０ｄＢＡ　ＳＰＬで生成され、パートナーの目覚まし時計が３０ｄＢＡ　ＳＰＬで生
成されるように指定することができる。応じて、ＤＳＰ３１０（図３）は、ユーザの警報
（たとえば、６０ｄＢＡ　ＳＰＬから８０ｄＢＡ　ＳＰＬへ）のラウドネスを増加させる
ことができ、ユーザの警報（たとえば、６０ｄＢＡ　ＳＰＬから３０ｄＢＡ　ＳＰＬへ）
のラウドネスを減少させることができる。
【００５０】
　スライダーまたは同様の制御は、比較的に一般的であることが可能である、または図５
で図示されるようにサウンドの幅広い群を対象にすることが可能である。あるいは、また
は組み合わせにおいて、スライダーまたは他の制御は、サウンドのより具体的な種類また
はクラスを対象にすることができる。たとえば、個々の選好または制御は、「あなたが会
話している人々の音声」対「他の音声」または「ＴＶ音声」対「私のパートナーの音声」
のために提供されることができる。同様に、警報の制御は、車の警報、電話の警報、サイ
レン、構内放送、広告等のような、警報の具体的な種類のためにそれ以上の精度を有する
ことができる。ノイズのための一般的な制御または選好は、「鳥類」、「交通」、「機械
」、「飛行機」等のためのサブコントロールまたはカテゴリを含むことができる。精度レ
ベルは、図示された代表的な実施例により制限されず、所定の、学習された、またはカス
タム作成されたサウンド、サウンドの群、クラス、カテゴリ、種類等の事実上無制限の種
類を含むことができる。
【００５１】
　図６は、本開示のさまざまな実施形態により、ウェアラブル・デバイスで使用されたユ
ーザ・インタフェースのための別の簡略化された制御を示す。制御６００は、特定のサウ
ンドの種類またはサウンド・ソースに関してユーザ選好を捕捉するように選択される、ま
たはクリアにされることが可能である、チェック・ボックスまたはラジオ・ボタンを含む
。リストに記載された代表的な制御は、ノイズを打ち消す６１０、音声を打ち消す６１２
、ユーザの音声（「私」）を打ち消す６１４、または警報を打ち消す６１６ためにチェッ
ク・ボックスを含む。このチェック・ボックスまたは同様の制御は図５のスライダーまた
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はミキサと組み合わせて使用されることができ、ユーザの聴覚環境から特定のサウンドを
ミュートにする、または打ち消すための便利な方法を提供する。
【００５２】
　前述のように、図５及び６で示した代表的な制御のような、ユーザ・インタフェースの
さまざまな要素は、常に存在する／表示されることができ、すなわち、最も一般的なサウ
ンドは、すでに存在し、表示された制御は、周辺の聴覚環境内の特定のサウンドのユーザ
位置もしくは識別に基づくコンテキスト・アウェアであってもよい、またはこれら２つの
組み合わせ、すなわち、いくつかの制御及びその他のコンテキスト・アウェアは、常に存
在することができる。たとえば、一般的に「ノイズ」制御は、交通が存在するとき、また
はユーザ・インタフェースが車内に、もしくは高速道路付近にいるユーザを検出するとき
にユーザ・インタフェース上に提示される追加のスライダー「交通ノイズ」とともに常に
表示されることができる。別の実施例において、１つの聴覚情景（歩道を歩いているユー
ザ）は交通サウンドを含むことができるため、ラベル「交通」を含むスライダーは追加さ
れる。情景が変化する、たとえば、ユーザが交通ノイズのない家で居間にいる場合に、「
交通」とラベル付されたスライダーは消える。あるいは、ユーザ・インタフェースは、静
的であることが可能であり、「音声」、「音楽」、「動物のサウンド」等のような、一般
的な用語で分類される膨大な量のスライダーを含むことが可能である。またユーザは、特
定の制御を手動で追加する、または削除する能力を提供されることができる。
【００５３】
　グラフィカル・ユーザ・インタフェース制御は、図５及び６の代表的な実施形態で示さ
れるが、ユーザ・インタフェースの他の種類は、ユーザの聴覚環境をカスタマイズするこ
とに関してユーザ選好を捕捉するために使用されることができる。たとえば、音声起動の
制御は、「音声を下げる」または「音声をオフ」のような、特定のコマンドの音声認識で
使用されることができる。いくつかの実施形態において、ウェアラブル・デバイスまたは
リンクされたモバイル・デバイスは、ユーザ・ジェスチャを捕捉するタッチ・パッドまた
はスクリーンを含むことができる。たとえば、ユーザは、文字「Ｖ」（ｖｏｉｃｅｓの）
を描画し、次に下にスワイプする（このサウンド・カテゴリを下げる）。またコマンドま
たは選好は、関連したユーザ・ジェスチャを識別する前述のコンテキスト・センサを使用
して捕捉されることができる。たとえば、ユーザは、左に彼の頭をフリックし（その方向
から聞こえてくる音声またはサウンドの種類を選択するために）、ウェアラブル・デバイ
ス・システムは、確認の「音声？」を要求するために話し、次にユーザが頭を下げる（こ
のサウンド・カテゴリを下げること、を意味する）。またマルチモーダル入力の組み合わ
せを捕捉することができ、たとえば、ユーザが「音声！」と言うと同時にイヤーカップ・
タッチ・パッド上で下にスワイプして音声を下げる。ユーザは、特定の人物を指し、上げ
るまたは下げるジェスチャを行い、その人物の音声の音量を増幅する、または下げる。特
定のデバイスを指すことは、ユーザがそのデバイスのみの警報の音量を変更したいことを
指定するために使用されることができる。
【００５４】
　いくつかの実施形態において、異なるジェスチャは、「単一の個体」及び「カテゴリ」
またはサウンドの種類を指定するために使用される。ユーザが第一のジェスチャで車を指
す場合に、システムは、特定の車両により出されたサウンドへのレベルを変更する。ユー
ザがジェスチャの第二の種類（たとえば、１本の代わりに２本の指が指す、広げた手が指
す、または他のもの）で車を指す場合に、システムは、全体の交通ノイズ（すべての車及
び同様のもの）を参照して音量変更を解釈する。
【００５５】
　ユーザ・インタフェースは、学習モードまたは適応機能を含むことができる。ユーザ・
インタフェースは、複数のヒューリスティック技術または機械学習ストラテジの内のいず
れか１つを使用してユーザ選好に適応することができる。たとえば、１つの実施形態は、
ユーザ選好設定に基づきどのようなサウンドが特定のユーザに「重要」であるかを学習す
るユーザ・インタフェースを含む。これは、時間をかけてユーザを監視してこれに適応す
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る機械学習技術を使用して行われることができる。より多くのオーディオ・データがシス
テムにより収集される場合に、システムは、ユーザ選好データ、ユーザの行動、及び／ま
たはどのようなサウンドが一般的な基準及び／またはユーザごとの基準で重要であるかを
分類することを支援する一般的な機械学習モデルに基づき、より良くサウンドを優先順位
付けすることが可能である。これはシステムが同様に自動的にさまざまな個々のサウンド
を混合する方式についてインテリジェントであるように支援する。
さまざまな実施形態の使用／動作の例示的な実施例
【００５６】
　ユースケース１：ユーザは、交通量のあるダウンタウンの道路を歩いて行っており、い
ずれの車のノイズも聞きたくないが、それでも他の人々の音声、会話、及び自然のサウン
ドを聞きたい。このシステムは、交通ノイズを除去すると同時に、人々の音声及び自然の
サウンドを強化する。別の実施例として、選択的なノイズ・キャンセレーションは、電話
の呼び出しに適用されることが可能であり、特定のサウンドのみを聴かせ、他のものを強
化し、他のものをただ下げることを可能にする。ユーザは、ノイズの多いエリア（空港）
から呼び出している電話の相手と話していることができる。このユーザは、暗騒音のため
にスピーカで簡単に聞くことが不可能であるので、ユーザは、電話から受信される異なる
サウンドを制御する複数のスライダーを提示する、ユーザ・インタフェースを使用して選
好を調整する。次にユーザは、「背景の音声／ノイズ」に関連するスライダーを下げる、
及び／またはスピーカの音声を強化することが可能である。あるいは（または加えて）、
またスピーカは、ユーザ・インタフェースを含むことができ、電話中に彼の側の暗騒音レ
ベルを下げるくらい十分に丁寧である。この種類の使用は、各発信者からの暗騒音を蓄積
するマルチパーティ・コールとさらに関連性がある。
【００５７】
　ユースケース２：ユーザは、走りに行こうとしている。彼女は、彼女のスマートフォン
上のユーザ・インタフェースを使用してウェアラブル・デバイス選好を設定する。彼女は
、車両にはねられるのを避けるために交通ノイズを聞いておくことに決めるが、彼女は、
それを弱めることを選択する。彼女は、彼女のスマートフォンまたは別の外部デバイスか
ら一定の音量で彼女の耳にストリーミング配信されるプレイリストを選択し、彼女は、鳥
類及び自然のサウンドを強化することを選択し、この走りをさらに楽しいものにする。
【００５８】
　ユースケース３：ユーザはオフィスにいて、彼は時間的制約のある報告書を仕上げるた
めに忙しい。彼は、「フォーカス・モード」にシステムを設定し、このシステムは、彼の
周りで起こる人々の音声及び会話と同様に、いずれのオフィス・ノイズも遮断する。同時
に、ヘッドホンは、ユーザの名前を能動的に聞いていて、ユーザに明示的に話しかける場
合に会話を通過させる（カクテルパーティー効果に関係する）。
【００５９】
　ユースケース４：ユーザは、野球の試合にいて、彼は、次の、観客の歓声ノイズを下げ
る、コメンター及び司会者の音声を強化する、フィールドのプレイヤが何を言っているか
を聞く、彼の隣の人に話す、またはホットドッグを注文してそれらの会話を完全に細かく
聞く（オーディオ・レベル強化のおかげで）ことを可能にする、聴覚調整を実行すること
で彼の体験を強化したい。
【００６０】
　ユースケース５：ユーザは、特定の音（彼自身の音声を含む）を「美化する」ことを選
択する。彼は、同僚の音声をより快適にすること及びコンピュータ・キーボードのタイピ
ングのサウンドを湖上の雨滴のサウンドに変更することを選択する。
【００６１】
　ユースケース６：ユーザは、普段彼を悩ます特定の同僚の音声を除くすべてを聞きたい
。サウンド及び会話の彼の知覚は、打ち消される、その特定の人物の音声を除くいずれの
方式でも変更されない。
【００６２】
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　ユースケース７：ユーザは、違う自分自身の音声を聞くことを選択する。今日、彼は、
ジェームズ・ブラウンの音声で彼自身の話を聞きたい。あるいは、ユーザは、彼自身の音
声を外国語訛りで聞くことを選択することが可能である。この音声は、内向きのスピーカ
で再生されるので、ユーザ自身のみがこの音声を聞く。
【００６３】
　ユースケース８：ユーザは、彼の電話で呼び出しを受ける。この通信は、彼が彼の周り
の環境及びサウンドを聞くことを可能にしたままの方式で彼のインイヤー・デバイスに直
接ストリーミング配信されるが、同時に大声ではっきりと電話で人に聞くことが可能であ
る。同じことは、ユーザがＴＶを見ている、または音楽を聞いているときに、行わること
が可能である。彼は、彼のインイヤー・イヤホンに直接にストリーミング配信するこれら
のオーディオ・ソースを含むことが可能である。
【００６４】
　ユースケース９：ユーザは、彼のモバイル・デバイスから直接ストリーミング配信され
た、音楽を彼のインイヤー・デバイスで聞く。このシステムは、彼が彼の周囲のサウンド
を聞くことを可能にする非常に空間的な方式で音楽を再生する。この効果は、ユーザの隣
に配置されたラウドスピーカから再生される音楽を聞くことに類似している。それは他の
サウンドを遮らないが、同時にユーザのみが可聴である。
【００６５】
　ユースケース１０：ユーザは、外国語を話す人と会話している。インイヤー・イヤホン
は、リアルタイムのインイヤー言語翻訳を彼に提供する。ユーザは、他の人が異なる言語
を話している場合でも他の人がリアルタイムで英語を話すのを聞く。
【００６６】
　ユースケース１１：ユーザは、インイヤー広告（「近くのコーヒー・ハウスで５０％オ
フのために左折」）に基づく位置を受信することが可能である。
【００６７】
　ユースケース１２：ユーザは、会議中である。演壇上の話し手は、あまり興味のない話
題（少なくとも、ユーザにとって興味のない）について話していて、重要な電子メールが
届く。彼自身を隔離するために、ユーザは、彼のノイズ制御ヘッドホンを身に付けること
が可能であるが、それは話し手に関して非常に失礼であろう。代わりに、ユーザは、環境
から彼自身を音響的に隔離し、彼が集中するために必要な静かな環境を与える、「完全な
ノイズ・キャンセレーション」に彼のインイヤー・システムを設定するのみでよい。
【００６８】
　ユースケース１３：パートナーが近くで寝ていて２人の内の１人がいびきをかく家庭生
活のシナリオにおいて、他のユーザは、同時に環境から任意の他のサウンドを打ち消さな
いで、いびきのノイズを選択的に打ち消すことが可能である。これは、それでもユーザが
従来の耳栓で聞くことが不可能な朝の目覚まし時計または他のノイズ（他の部屋で泣いて
いる赤ちゃんのような）を聞くことができるようにする。またユーザは、彼のパートナー
の目覚まし時計のノイズを打ち消すにもかかわらず彼自身の目覚まし時計を聞くことが可
能であるように彼のシステムを設定することが可能である。
【００６９】
　ユースケース１４：ユーザは、たとえば、店のＰＡシステムから、またはオフィスの同
僚のコンピュータから一定のバックグラウンド・ミュージックがある環境にいる。次にユ
ーザは、サウンド情景の任意の他のサウンドを変更することなく、彼の周囲の「すべての
周辺の音楽を消す」ように彼の選好を設定する。
【００７０】
　上記で説明された本開示のさまざまな実施形態により示されるように、開示されたシス
テム及び方法は、より良い聴覚のユーザ・エクスペリエンスをもたらし、サウンド及び聴
覚イベントの拡張及び／またはキャンセレーションを介してユーザの聴力を改善すること
ができる。さまざまな実施形態は、環境からの特定のサウンド及びノイズが使用を極めて
容易に、打ち消される、強化される、交換される、または他のサウンドが挿入される、も
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ザの聴覚環境をカスタマイズするウェアラブル・デバイスまたは関連方法は、サウンドの
さまざまな種類に対する異なるユーザ選好に基づきサウンドの異なる種類または群を選択
的に処理することで、ユーザの聴力、注意、及び／または集中力を改善することができる
。これは、聴覚タスクのためにより低い認知負荷をもたらすことができ、会話、音楽、会
談、またはサウンドの任意の種類を聞くときにより強力な集中を提供することができる。
前述のようにユーザの聴覚環境を制御するシステム及び方法は、たとえば、彼／彼女が聴
覚環境から聞き、会話中のサウンドの美化及びリアルタイム翻訳のような機能で彼／彼女
の聴覚体験を強化し、彼／彼女の耳に直接にオーディオ及び電話での会話をストリーミン
グ配信して彼／彼女の耳の隣にデバイスを保持する必要がなく、彼／彼女の聴覚フィール
ドに任意の追加のサウンド（たとえば、音楽、音声録音、広告、情報メッセージ）を加え
る、ことを望む、サウンドのみをユーザが楽しむことを可能にすることができる。
【００７１】
　最良の形態を詳細に説明しているが、当業者は以下の特許請求の範囲の範囲内でさまざ
まな代替の設計及び実施形態を認識するであろう。さまざまな実施形態は、利点を提供す
る、または１つ以上の所望の特性に関して他の実施形態よりも好ましいと記載されている
かもしれないが、当業者が認識しているように、１つ以上の特性は、特定の用途及び実装
に依存する、所望のシステム属性を達成するために損なわれる可能性がある。これらの属
性は、限定されないが、コスト、強度、耐久性、ライフ・サイクル・コスト、市場性、外
観、パッケージング、サイズ、保守性、重量、製造可能性、組み立ての容易さ等を含む。
１つ以上の特性に関して他の実施形態または従来技術の実装よりあまり望ましくないと記
載される、本明細書で説明された実施形態は、本開示の範囲外ではなく、特定の用途のた
めに望ましい。

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】
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